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中
川
町
の
会
計
は
、
町
民
生
活
全

般
に
わ
た
る
基
本
的
な
経
費
を
網
羅

し
た
「
一
般
会
計
」
と
、
特
定
事
業

を
経
理
す
る
「
特
別
会
計
」
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
特
別
会
計
は
、
「
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
」
な
ど
の
5
会

計
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
2
年
度
全
会
計
予
算
の
合
計

額
は
49
億
6
5
1
万
円
。
令
和
元
年

度
に
対
し
て
1
・
6
％
、
金
額
に
し

て
7
5
6
0
万
円
の
増
と
な
り
ま
し

た
。 中

川
町
全
体
の
予
算
額

　
　

49
億
6
5
1
万
円

令和2年度
　 予算の概要

国 民 健 康 保 険

介　護　保　険

後期高齢者医療

簡 易 水 道 事 業

農業集落排水事業

小　　　　計

一　般　会　計

合　　　　　　計

39億6,200万円

2億6,437万円

2億6,163万円

3,330万円

2億7,651万円

1億868万円

9億4,451万円

49億651万円

会　　計　　名

表1　各会計別の予算額

令和2年度
予　算　額

増減率
（％）

37億4,100万円

2億4,869万円

2億3,772万円

3,241万円

4億7,146万円

9,962万円

10億8,991万円

48億3,091万円

令和元年度
予　算　額

2億2,100万円

1,568万円

2,391万円

89万円

▲1億9,495万円

906万円

▲1億4,540万円

7,560万円

5.9

6.3

10.1

2.7

▲41.3

9.1

▲13.3

1.6

比較増減額

特　

別　

会　

計

　各予算額の金額は、千円の位を切
りすてているため、それぞれの合計
額と総額は異なります。
　ただし、各割合（％）は、千円以
下の位を含めたものとなっています。
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独
事
業
の
費
用
対
効
果
の
検
証
と
反

映
、
持
続
可
能
な
経
済
の
構
築
な
ど
、

各
課
の
創
意
工
夫
と
事
業
の
質
の
改

善
を
図
り
な
が
ら
予
算
編
成
に
あ
た

り
ま
し
た
。
第
7
次
中
川
町
総
合
計

画
と
中
川
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
を
確
実
に
推
進
す
る

た
め
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
か
ら
最

少
の
費
用
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
ら

れ
る
よ
う
、
予
算
の
編
成
に
努
め
ま

し
た
。

　

一
般
会
計
に
お
け
る
町
債
現
在
高

は
、
元
金
償
還
額
よ
り
新
規
借
入
額

を
抑
制
し
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
減

少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
規
借

入
に
は
償
還
額
の
7
割
が
実
質
的
に

地
方
交
付
税
に
算
入
さ
れ
る
過
疎
対

策
事
業
債
な
ど
、
将
来
の
負
担
を
抑

え
る
べ
く
財
政
的
に
有
利
な
町
債
を

基
本
に
借
入
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
2
年
度
予
算
の
編
成
に
あ
た

っ
て
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に

活
用
す
べ
く
「
経
常
経
費
は
前
年
比

5
％
の
削
減
を
目
標
に
計
上
す
る
こ

と
」
と
し
、
臨
時
的
経
費
は
事
務
事

業
評
価
を
活
用
し
、
事
業
期
間
の
適

正
な
設
定
と
管
理
に
よ
る
ス
ク
ラ
ッ

プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
（
※
）
や
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
（
※
）
の
確
立
、
町
単

※
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド

　

非
効
率
な
行
政
機
構
な
ど
を
廃

止
し
て
新
し
い
も
の
に
置
き
換
え

て
効
率
化
を
実
現
す
る
こ
と
。

※
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

　

計
画
、
実
行
、
評
価
、
改
善
を

繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
業
務

を
継
続
的
に
改
善
し
て
い
く
手
法
。

①町税
②分担金及び負担金
③使用料及び手数料
④財産収入
⑤寄附金
⑥繰入金
⑦繰越金
⑧諸収入
⑨地方譲与税
⑩利子割交付金
⑪配当割交付金
⑫株式等譲渡所得割交付金
⑬地方消費税交付金
⑭環境性能割交付金
⑮自動車取得税交付金
⑯地方特例交付金
⑰地方交付税
⑱交通安全対策交付金
⑲国庫支出金
⑳道支出金
㉑町債

1億6,947万円
3,515万円
5,742万円
3,105万円
740万円

3億8,326万円
6,000万円
9,804万円
6,355万円
10万円
10万円
0万円

3,410万円
1,000万円
0万円
5万円

19億8,500万円
0万円

3億7,366万円
1億1,641万円
5億3,720万円
39億6,200万円

区　　　分

合　　　計

表2　一般会計【歳入】
令和2年度
予　算　額

1億6,916万円
372万円
5,748万円
3,102万円
500万円

3億9,767万円
6,000万円
2億514万円
5,390万円
10万円
10万円
0万円

3,350万円
－　　  
740万円
5万円

19億700万円
0万円

2億8,420万円
1億1,642万円
4億910万円

37億4,100万円

令和元年度
予　算　額

31万円
3,143万円
▲6万円
3万円

240万円
▲1,441万円

0万円
▲1億710万円

965万円
0万円
0万円
0万円
60万円
皆増

▲740万円
0万円

7,800万円
0万円

8,946万円
▲1万円

1億2,810万円
2億2,100万円

比較増減額

自　

主　

財　

源

依　
　

存　
　

財　
　

源

①議会費
②総務費
③民生費
④衛生費
⑤労働費
⑥農林水産業費
⑦商工費
⑧土木費
⑨消防費
⑩教育費
⑪災害復旧費
⑫公債費
⑬給与費
⑭予備費

2,915万円
4億703万円
3億4,315万円
3億9,177万円
1,527万円

4億9,809万円
2億2,907万円
5億1,908万円
1億8,439万円
2億2,656万円

0万円
6億9,417万円
4億2,120万円

300万円
39億6,200万円

区　　　分

合　　　計

表3　一般会計【歳出】

図　一般会計予算額

一般会計総額 39億6,200万円

令和2年度
予　算　額

2,939万円
2億5,617万円
3億1,852万円
4億6,174万円
1,529万円

4億4,350万円
1億7,584万円
5億2,364万円
1億5,401万円
2億910万円

0万円
6億9,066万円
4億6,009万円

300万円
37億4,100万円

令和元年度
予　算　額

▲24万円
1億5,086万円
2,463万円
▲6,997万円
▲2万円
5,459万円
5,323万円
▲456万円
3,038万円
1,746万円
0万円

351万円
▲3,889万円

0万円
2億2,100万円

比較増減額

歳入

歳出

17 地方交付税（50.1％）

12
公債費

（17.5％）

❻
農林水産業費
（12.6％）

13
給与費

（10.6％）

❷
総務費

（10.3％）
❼

❽
土木費

（13.1％）

❹
衛生費
（9.9％）

❸
民生費
（8.7％）

21 19❻ ❶

その他
（11.5％）

その他
（10.0％）

町税（4.3％）

町債
（13.6％）

国庫支出金（9.4％）

繰入金
（9.7％）

道支出金（2.9％）

商工費（5.8％）

20

第
7
次
中
川
町
総
合
計
画

と
中
川
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
確

実
に
推
進
す
る
た
め
に
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ふ
る
さ
と
寄
附
者
に
対
し
て
、
感

謝
の
気
持
ち
を
表
し
、
町
の
特
産
品

な
ど
を
贈
呈
す
る
こ
と
で
情
報
発
信

の
一
助
と
し
、
な
か
が
わ
フ
ァ
ン
づ

く
り
を
展
開
し
ま
す
。

　

新
し
い
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
（
お
し
ら

せ
君
）
を
導
入
し
、
運
用
方
式
を
見

直
す
こ
と
で
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま

す
。

　

応
援
大
使
が
選
ば
れ
た
北
海
道
日

本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
「
ふ
る
さ
と

応
援
大
使
事
業
」
の
事
業
費
を
補
助

し
、
応
援
ツ
ア
ー
の
実
施
、
グ
ッ
ズ

作
成
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
、
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

拡
大
す
る
救
急
救
命
士
の
処
置
範

囲
に
対
応
す
る
た
め
の
高
規
格
救
急

自
動
車
を
購
入
し
ま
す
。

　

灯
油
代
金
等
の
生
活
経
費
の
一
部

助
成
、
除
雪
費
の
一
部
助
成
、
定
額

で
ハ
イ
ヤ
ー
を
利
用
で
き
る
利
用
券

の
交
付
、
ポ
ン
ピ
ラ
ア
ク
ア
リ
ズ
イ

ン
グ
無
料
入
浴
パ
ス
券
の
交
付
を
行

い
ま
す
。

　

耐
用
年
数
が
経
過
し
、
腐
食
が
激

し
い
ボ
イ
ラ
ー
を
更
新
し
ま
す
。

　

敬
老
会
の
開
催
、
敬
老
記
念
品
の

贈
呈
、
敬
老
祝
金
の
贈
呈
を
行
い
ま

す
。

　

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
と
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
を
行
い
ま

す
。

　

各
種
健
診
な
ど
の
実
施
、
予
防
接

種
の
実
施
、
妊
産
婦
健
康
診
査
費
の

助
成
、
健
康
づ
く
り
入
浴
料
助
成
を

行
い
ま
す
。

　

草
地
改
良
や
暗
渠
排
水
事
業
を
展

開
し
、
良
質
な
自
給
飼
料
の
生
産
、

粗
飼
料
自
給
率
の
向
上
と
低
コ
ス
ト

化
、
良
質
乳
の
安
定
生
産
に
よ
る
担

い
手
の
育
成
と
地
域
農
業
の
発
展
を

目
指
し
ま
す
。

　

新
規
就
農
者
を
誘
致
す
る
こ
と
に

よ
り
地
域
農
業
の
継
続
を
図
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
基
金
事
業

　
　
　
　
　
　
　

7
4
6
万
円

地
域
情
報
通
信
基
盤
設
備

　
　
　
　
　
　
　
　

新
設
事
業

　
　
　
　

1
億
4
3
0
0
万
円

　

自
宅
を
新
築
ま
た
は
リ
フ
ォ
ー
ム

す
る
方
に
経
費
の
一
部
を
助
成
し
、

住
環
境
の
向
上
と
定
住
の
促
進
、
子

育
て
世
帯
の
支
援
や
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
ま

い
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
。

　

ま
ち
の
未
来
に
向
け
個
性
豊
か
で

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
町
民
の
国
の
内
外
に
展
開
す

る
研
修
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

都
市
で
暮
ら
す
住
民
を
「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
」
と
し
て
受
け
入
れ
、

最
長
3
年
の
期
間
、
地
域
で
必
要
と

さ
れ
る
活
動
に
従
事
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
地
域
力
の
維
持
と
強
化
を

図
り
ま
す
。

住
ま
い
の
安
心
応
援
事
業

　
　
　
　
　
　

1
0
0
0
万
円

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
応
援
大
使
事
業

　
　
　
　
　
　
　

2
0
5
万
円

高
規
格
救
急
自
動
車
更
新
事
業

　
　
　
　
　
　

3
2
0
0
万
円

在
宅
高
齢
者
生
活
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　

1
5
0
0
万
円

敬
老
事
業

　
　
　
　
　
　
　

3
6
0
万
円

特
養
一
心
苑
温
水
ボ
イ
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

取
替
工
事

　
　
　
　
　
　
　

9
5
8
万
円

子
育
て
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　

5
7
2
万
円

健
康
づ
く
り
事
業

　
　
　
　
　
　

1
0
3
7
万
円

草
地
畜
産
基
盤
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　

4
0
6
1
万
円

新
規
就
農
者
誘
致
事
業

　
　
　
　
　
　

1
7
9
7
万
円

地
域
お
こ
し
協
力
隊
運
営
事
業

　
　
　
　
　
　

4
1
7
6
万
円

人
づ
く
り
研
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　

2
5
0
万
円

令
和
2
年
度
のの
主
な
事
業

主
な
事
業

令
和
2
年
度
の
主
な
事
業
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岐
阜
県
飛
騨
市
と
連
携
し
広
葉
樹

林
施
業
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
、

都
市
部
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

土
砂
崩
れ
を
確
認
し
た
奥
地
林
道

大
和
線
の
復
旧
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
商
社
の
設
立
、
サ
テ
ラ
イ
ト

ス
ペ
ー
ス
の
機
能
強
化
な
ど
に
よ
り
、

都
市
と
の
交
流
事
業
を
さ
ら
に
向
上

さ
せ
ま
す
。

　

町
の
商
店
街
で
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

事
業
を
展
開
し
、
消
費
活
動
の
活
性

化
、
地
元
購
買
力
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

　

町
内
で
商
工
業
を
営
む
方
、
新
た

に
商
工
業
を
経
営
す
る
方
に
補
助
金

な
ど
の
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と
で
、

自
主
的
な
努
力
を
支
え
、
安
定
と
定

着
を
図
り
、
商
工
業
の
活
性
化
を
推

進
し
ま
す
。

　

生
活
道
路
の
安
全
で
快
適
な
交
通

の
確
保
、
産
業
道
路
と
し
て
の
経
済

活
動
の
効
率
化
、
安
全
化
、
防
災
、

減
災
の
た
め
に
計
画
的
に
道
路
の
改

修
を
進
め
ま
す
。
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
事
業
と
し
て
、
誉
36
線
、

歌
内
本
線
、
ト
ヨ
ビ
ラ
線
の
改
修
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　

冬
期
間
の
交
通
な
ど
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
町
道
と
町
有
施
設
の

除
雪
を
行
い
ま
す
。

　

安
全
で
快
適
な
住
ま
い
を
長
期
間

確
保
す
る
た
め
、
修
繕
と
除
却
を
行

い
、
適
正
な
管
理
戸
数
を
維
持
し
ま

す
。

　

高
等
学
校
に
就
学
し
た
年
度
か
ら

3
年
間
の
就
学
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

　

教
育
委
員
会
、
中
川
中
学
校
、
指

導
者
で
構
成
す
る
委
員
会
が
、
中
学

生
の
学
力
向
上
の
た
め
、
放
課
後
な

ど
を
利
用
し
た
学
習
支
援
塾
の
運
営

を
助
成
し
ま
す
。

　

児
童
数
の
減
少
に
よ
る
複
式
学
級

を
解
消
す
る
た
め
に
、
町
で
教
員
を

採
用
し
て
単
式
学
級
を
維
持
す
る
こ

と
で
学
力
の
維
持
と
向
上
を
図
り
ま

す
。

　

損
傷
の
著
し
い
佐
久
地
区
公
民
館

前
広
場
の
舗
装
を
新
し
く
し
、
公
民

館
裏
の
駐
車
場
を
新
た
に
舗
装
し
ま

す
。

問い合わせ先　総務課企画財政室　☎7－2819

５ 広報なかがわ
2020（R2）. 5月号

商
工
業
活
性
化
推
進
条
例
補
助

　
　
　
　
　
　

1
5
0
0
万
円

道
路
新
設
改
良
事
業

　
　
　
　

1
億
6
6
0
0
万
円

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

　
　
　
　
　
　

推
進
事
業
補
助

　
　
　
　
　
　
　

3
9
0
万
円

除
雪
事
業

　
　
　
　

1
億
1
9
4
8
万
円

公
営
住
宅
維
持
管
理
事
業

　
　
　
　
　
　

6
5
9
7
万
円

中
川
町
高
等
学
校
生
徒

　
　
　
　

就
学
支
援
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　

7
0
8
万
円

佐
久
地
区
公
民
館
外
構
補
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　

9
9
0
万
円

単
式
学
級
対
応
事
業

　
　
　
　
　
　
　

6
6
0
万
円

学
習
支
援
塾
運
営
費
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　

2
4
2
万
円

姉
妹
森
協
定
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　

2
0
1
万
円

大
和
林
道
改
良
工
事

　
　
　
　
　
　

2
0
5
0
万
円

中
川
町
地
域
商
社
と
東
京
都

サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
連
携
事
業

　
　
　
　
　
　

4
8
5
9
万
円



◆
中
央
小
学
校

小
野　

茂
樹　

校
長

き

し
げ

の

お沢
口　
　

響　

教
諭

ひ
び
き

ぐ
ち

さ
わ

中
川
町
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

中
川
町
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

中
川
町
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

小
中
学
校
に
着
任
さ
れ
た
教
職
員
、役
場
新
規
採
用
職
員
を
紹
介
し
ま
す
広報なかがわ

2020（R2）. 5月号 ６

◆
中
川
中
学
校

大
塚　

竜
志　

教
頭

じ

り
ゅ
う

つ
か

お
お手

間
本
真
弓　

教
諭

ゆ
み

ま

ま
も
と

て山
平　

恭
之　

教
諭

ゆ
き

や
す

ひ
ら

や
ま早

坂　

幸
平　

教
諭

へい

こ
う

さ
か

は
や河

合　
　

翼　

教
諭

つ
ば
さ

い

か
わ東

島　
　

学

　
　
　
　

事
務
職
員

ま
な
ぶ

じ
ま

ひ
が
し

◆
役
場

田
村　
　

陸　

主
事
補

住
民
課
幸
福
推
進
室

り
く

む
ら

た安
田　

龍
輝　

主
事
補

産
業
振
興
課
産
業
振
興
室

き

り
ゅ
う

だ

や
す橋

本　

朋
樹　

主
事
補

環
境
整
備
課
環
境
整
備
室

き

と
も

も
と

は
し



７ 広報なかがわ
2020（R2）. 5月号

　

中
川
消
防
団
で
は
現
在
男
性
、
女
性
と
も
に
消
防
団
員
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
。
消
防
団
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
中
川
消
防
支
署

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

消
防
団
員
募
集
中

火災・救急出動状況

火災件数　０件
救急件数　11件

令和2年3月31日現在

中
川
消
防
支
署
か
ら

中
川
消
防
支
署
か
ら

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
全
国
的
に
大
き
な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
日
常

的
に
予
防
を
心
が
け
て
い
る
方
も
、
改
め
て
正
し
い
予
防
方
法
を
確
認
し
、
自
身
が

感
染
し
な
い
・
他
の
人
に
移
さ
な
い
た
め
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
マ
ス
ク
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　

マ
ス
ク
を
外
す
と
き
は
表
面
に
触
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

②
こ
ま
め
に
手
洗
い
、
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う

　

洗
っ
て
い
な
い
手
で
目
や
鼻
、
口
を
触
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

③
換
気
を
し
ま
し
ょ
う

　

部
屋
の
窓
を
開
け
て
定
期
的
に
換
気
を
し
て
く
だ
さ
い

④
手
で
触
れ
る
部
分
を
消
毒
し
ま
し
ょ
う

　

他
人
が
触
れ
る
も
の
は
洗
浄
前
に
共
用
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

⑤
ご
み
は
密
封
し
て
捨
て
ま
し
ょ
う

　

使
用
し
た
マ
ス
ク
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
捨
て
る
よ
う
に
し

　

て
く
だ
さ
い

感
染
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

感
染
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

中
川
消
防
支
署
へ
の
ご
相
談
、お
問
い
合
わ
せ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
7
・
2
1
1
9
番
ま
で

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

問い合わせ先　総務課企画財政室　☎7－2819

　

住
環
境
の
向
上
と
定
住
の
促
進
を
目
指
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
ま
い
づ
く
り
を

応
援
す
る
た
め
に
令
和
2
年
度
か
ら
住
宅
の
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
を
さ
れ
る
方
に
、
経

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
住
宅
の
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
の
予
定
が
あ
り
助
成
の
希
望

を
検
討
さ
れ
る
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
こ
の
助
成
は
、
令
和
2
年
度
か
ら
令
和
6

年
度
ま
で
の
5
ケ
年
の
事
業
で
す
。

　
◆
要　

件

　

町
内
に
新
築
ま
た
は
町
内
に
あ
る
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
さ
れ
る
方
で
、
工
事
が
令

和
3
年
3
月
31
日
ま
で
に
完
了
す
る
も
の

　

新
築
は
、
工
事
に
要
し
た
費
用
が
1
0
0
0
万
円
以
上
の
も
の

　

リ
フ
ォ
ー
ム
は
、
工
事
に
要
し
た
費
用
が
50
万
円
以
上
の
も
の
（
他
の
公
的
支
援
な

ど
が
あ
る
場
合
は
控
除
さ
れ
、
住
宅
ま
わ
り
の
外
構
や
家
具
、
家
電
の
購
入
な
ど
は
対

象
外
で
す
）

◆
助
成
金
額

　

新
築
は
、
新
築
床
面
積
÷
1
2
0
×
1
6
0
万
円
＋
中
学
生
以
下
の
人
数
×
20
万
円

　

助
成
方
法
は
、
初
年
度
が
2
分
の
1
、
残
額
は
翌
年
度
よ
り
10
年
間
均
等
払
い

　

※
床
面
積
が
1
2
0
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合
は
1
2
0
平
方
メ
ー
ト
ル
で
計
算

　

※
中
学
生
以
下
の
人
数
は
、
工
事
完
了
報
告
時
の
人
数
で
計
算

　

リ
フ
ォ
ー
ム
は
、
工
事
に
要
し
た
費
用
の
20
％
（
限
度
額
30
万
円
）

◆
申　

請

　

工
事
着
手
前
に
役
場
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
初
回
受
付
期
間
を
5
月
29
日
ま
で
と

し
、
予
算
額
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。
初
回
受
付
で
予
算
額
に
達
し
て
い

な
い
場
合
は
、
以
降
は
先
着
順
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

◆
交　

付

　

工
事
が
終
わ
り
、
役
場
へ
の
完
了
報
告
提
出
後
に
支
払
い
ま
す

◆
予
算
額

　

令
和
2
年
度
の
予
算
は
新
築
4
0
0
万
円
、
リ
フ
ォ
ー
ム
6
0
0
万
円
で
、
そ
れ
ぞ

れ
予
算
額
に
達
し
た
際
は
受
付
を
終
了
し
ま
す

あ
な
た
の
住
宅
の
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
を
支
援
す
る

　
「
中
川
町
住
ま
い
の
安
心
応
援
事
業
」が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

始
ま
り
ま
し
た



中川町地域おこし協力隊活動記

広報なかがわ
2020（R2）. 5月号 ８

北 野 　 萌
きた の もえ

　

初
回
に
採
取
し
た
樹
液
は
、
小

学
校
の
先
生
方
と
と
も
に
、
煮
詰

め
て
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
を
試
作

し
ま
し
た
。
鍋
い
っ
ぱ
い
の
樹
液

を
煮
詰
め
て
も
取
れ
る
シ
ロ
ッ
プ

は
ほ
ん
の
少
し
で
、
な
か
な
か
根

気
の
い
る
作
業
で
し
た
が
、
貴
重

な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
は
個
人
的
に

好
き
で
調
味
料
と
し
て
も
よ
く
使

う
の
で
す
が
、
普
段
何
気
な
く
口

に
し
て
い
る
も
の
を
自
分
で
作
る

こ
と
で
、
そ
の
過
程
を
学
び
、
時

間
と
手
間
を
か
け
、
そ
の
貴
重
さ

を
知
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
だ
と

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

カ
エ
デ
の
樹
液
に
は
、
肌
の
保

湿
効
果
、
血
糖
値
を
下
げ
た
り
、

育
毛
効
果
も
あ
る
よ
う
で
す
。
自

然
の
恵
み
は
計
り
知
れ
な
い
で
す

ね
。

『イタヤカエデの恩恵』

　
　
　
　
　

3
月
は
中
川
の
春
の

　
　
　
　

始
ま
り
を
た
く
さ
ん
感

　
　
　
　

じ
た
月
で
し
た
。

　
　
　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｅ
Ｃ
Ｏ

　
　
　
　

の
声
さ
ん
に
ご
指
導
い

た
だ
き
、
北
大
研
究
林
内
の
イ
タ

ヤ
カ
エ
デ
の
樹
液
採
取
を
行
い
ま

し
た
。

　

イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
の
樹
液
は
煮
詰

め
る
と
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
に
な

り
パ
ン
ケ
ー
キ
に
か
け
る
と
ほ
ん

の
り
甘
く
て
お
い
し
い
で
す
。
煮

詰
め
す
ぎ
る
と
メ
イ
プ
ル
シ
ュ
ガ

ー
に
な
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
こ

れ
で
砂
糖
の
代
わ
り
に
コ
ー
ヒ
ー

や
紅
茶
に
入
れ
る
と
味
が
マ
イ
ル

ド
に
な
り
ま
す
。

　

別
の
日
に
は
北
大
研
究
林
の
方

2
名
を
講
師
に
招
き
、
中
川
町
の

森
林
フ
ィ
ー
ル
ド
の
活
用
に
つ
い

て
講
習
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

冬
芽
で
何
の
木
か
当
て
る
冬
芽
ク

イ
ズ
を
ひ
た
す
ら
や
り
ま
し
た
が
、

私
に
は
1
日
2
本
く
ら
い
の
木
が

限
界
み
た
い
で
す
。
一
緒
に
歩
い

た
協
力
隊
の
福
田
さ
ん
と
冬
芽
を

た
く
さ
ん
持
っ
て
帰
っ
て
復
習
し

て
み
ま
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り
ま
だ

ま
だ
勉
強
が
必
要
だ
な
と
感
じ
ま

し
た
。

　

私
た
ち
が
歩
い
た
道
に
は
先
客

の
皆
さ
ん
の
足
跡
が
た
く
さ
ん
残

っ
て
い
ま
し
た
。
雪
の
下
に
埋
め

て
お
い
た
保
存
食
を
掘
り
返
し
食

べ
た
後
や
、
獲
物
を
追
い
か
け
た

で
あ
ろ
う
2
つ
の
動
物
の
足
跡
な

ど
リ
ア
ル
な
動
物
た
ち
の
生
活
が

観
察
で
き
ま
し
た
。

　

写
真
は
講
師
の
方
と
「
ウ
ソ
」

と
い
う
鳥
を
観
察
し
て
い
る
私
の

お
気
に
入
り
の
1
枚
で
す
。

　

春
山
森
林
浴
は
中
止
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
次
の
イ
ベ
ン

ト
を
心
待

ち
に
し
た

い
と
思
い

ま
す
。

『中川の春の始まりを味わう、歩く。』
須 貝 美 海
す がい み う

　
　
　
　
　

雪
が
ち
ら
つ
く
日
も

減
り
、
鳥
の
声
や
姿
を
耳
に
す
る

こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
木
々

の
芽
が
少
し
ず
つ
見
え
始
め
、
季

節
は
し
っ
か
り
春
に
向
か
っ
て
い

る
の
だ
と
実
感
す
る
今
日
こ
の
頃

で
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｅ
Ｃ
Ｏ
の
声
の
皆

さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
、
イ
タ
ヤ

カ
エ
デ
樹
液
の
採
取
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。
樹
皮
に
ド
リ
ル
で
1

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
小
さ
な

穴
を
あ
け
、
ボ
ト
ル
に
繋
い
だ
チ

ュ
ー
ブ
を
挿
し
込
ん
で
樹

液
を
採
取
す
る
の
で
す
が
、

設
置
し
た
2
日
後
に
は
4

リ
ッ
ト
ル
の
ボ
ト
ル
が
樹

液
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
少
し
味
見
し

ま
し
た
が
、
樹
の
香
り
の

中
に
ほ
ん
の
り
と
し
た
甘

み
が
あ
り
ま
し
た
。



山 﨑 哲 平
やま てっざき ぺい

『樹 液 と 角』
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｅ
Ｃ
Ｏ
の
声
の
山

本
さ
ん
と
鎌
田
さ
ん
に
同
行
し
て

イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
シ
ラ
カ
バ
の
樹

液
採
取
を
し
ま
し
た
。
何
度
か
参

加
し
て
山
を
歩
く
う
ち
、
気
温
が

上
が
り
少
し
ず
つ
雪
も
解
け
て
ゆ

く
様
に
春
の
訪
れ
を
体
感
し
ま
し

た
。
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
は
甘
み
が
強

く
み
ん
な
で
シ
ロ
ッ
プ
に
し
て
味

わ
っ
て
み
ま
し
た
。
樹
液
は
私
も

分
け
て
も
ら
い
飲
料
水
と
し
て
毎

日
飲
ん
で
い
ま
す
。
効
用
は
分
か

り
か
ね
ま
す
が
、
な
ん
だ
か
と
て

も
体
が
喜
ん
で
い
る
気
が
し
ま
す
。

自
然
の
恵
に
感
謝
し
つ
つ
当
た
り

前
の
こ
と
が
か
す
か
な
甘
味
と
と

も
に
身
体
に
さ
さ
や
い
て
い
る
気

が
し
ま
す
。

　

話
し
は
変
わ
っ
て
、
こ
の
時
期
、

私
た
ち
の
業
界
で
は
鹿
の
角
の
仕

入
れ
の
季
節
。
今
年
は
友
達
や
知

り
合
い
、
役
場
の
ご
協
力
も
あ
り

2
0
0
キ
ロ
以
上
も
の
た
く
さ
ん

の
仕
入
れ
が
で
き
ま
し
た
。
春
に

ち
ゃ
ん
と
仕
入
れ
が
で
き
、
今
と

て
も
安
心
し
た
気
持
ち
に
包
ま
れ

て
お
り
ま
す
。
画
像
を
見
る
と
キ

ャ
ー
と
悲
鳴
も
聞
こ
え
そ
う
で
す

が
、
誰
か
の
ゴ
ミ
を
宝
物
に
変
え

た
い
の
で
す
。
落
差
が
あ
る
ほ
ど

面
白
い
と
も
思
い
ま
す
。
一
本
一

本
綺
麗
に
洗
い
乾
燥
さ
せ
て
、
自

分
が
感
じ
る
美
し
い
と
思
う
何
か

し
ら
に
変
身
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

さ
て
ど
う
料
理
し
よ
う
か
、
腕
の

見
せ
所
で
す
ね
。
尽
力
い
た
し
ま

す
。
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町の振興や発展のために東奔西走する
地域おこし協力隊の活動の様子を紹介します

問い合わせ先　産業振興課産業振興室　☎7－2816

９

　
　
　
　
　

こ
ん
に
ち
は
、
ヒ
ゲ

　
　
　
　

の
福
田
で
す
。
陽
も
差

　
　
　
　

し
、
雪
も
溶
け
、
芽
吹

　
　
　
　

き
の
季
節
と
な
っ
て
き

た
今
日
こ
の
頃
、
南
の
果
て
で
生

ま
れ
育
っ
た
私
に
は
、
い
と
過
ご

し
や
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し

て
、
今
月
の
ト
ッ
プ
写
真
は
、
岐

阜
の
山
奥
に
て
木
工
修
行
中
に
ど

う
し
た
も
の
か
と
頭
を
抱
え
て
い

る
所
で
す
。

　

そ
ん
な
物
づ
く
り
の
日
々
を
懐

か
し
む
間
も
な
く
、
3
月
の
私
は

原
木
と
向
き
合
っ
て
ば
か
り
で
し

た
。
北
海
道
大
学
の
中
川
研
究
林

皆
伐
事
業
に
お
け
る
土
場
に
て
、

広
葉
樹
を
中
心
に
造
材
作
業
に
随

行
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
ひ
と
言
、
木
っ
て
す
ん

ご
い
重
い
。
広
葉
樹
だ
と
、
立
っ

て
い
る
木
の
約
3
割
か
ら
5
割
の

質
量
は
水
分
で
、
針
葉
樹
だ
と
約

7
割
以
上
の
質
量
が
水
分
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ビ
ッ
ク
リ
で

す
。
ほ
ぼ
水
が
立
っ
て
い
る
み
た

い
な
も
の
で
す
。
そ
の
蓄
積
量
を

考
慮
す
る
と
、
森
林
を
中
心
と
し

た
生
態
系
の
循
環
か
ら
災
害
ま
で
、

木
っ
て
い
う
の
は
多
種
の
見
地
に

お
い
て
基
盤
に
な
っ
て
い
る
ん
だ

な
ぁ
、
と
感
心
し
て
、
ト
ッ
プ
の

写
真
み
た
い
に
な
っ
て
し
ま
う
今

日
こ
の
頃
で
す
。

　

ま
た
、
初
め
て
の
旭
川
銘
木
市

視
察
で
は
、
現
在
の
流
通
傾
向
を

学
び
、
森
林
が
原
木
と
な
り
、
商

品
と
し
て
売
買
さ
れ
て
い
く
様
を

肌
で
感
じ
ら
れ
、
デ
ザ
イ
ン
や
加

工
の
畑
に
い
た
私
に
と
っ
て
は
非

常
に
興
味
深
い
瞬
間
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
頑
張
る
ぞ
。
左
の
写
真

は
姉
妹
森
協
定
共
同
催
事
の
丸
善

丸
の
内
本
店
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ェ
ア
に

て
。
中
川
町
の
森
に
関
係
す
る
商

品
を
5
月
末
ま
で
委
託
販
売
し
て

い
ま
す
。

『木、切ったらおが粉いっぱい』
福 田 隼 人
ふく だ はや と
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薫
風
爽
や
か
な
季
節
を
迎
え
、

天
塩
川
の
せ
せ
ら
ぎ
に
涼
や
か
さ

を
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
今
日
こ
の
頃
、
中
川
町
の
皆
さ

ま
は
お
変
わ
り
な
く
お
元
気
で
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
宮
坂
莉
奈

で
す
。
今
回
は
、
私
が
新
た
に
試

み
た
い
こ
と
に
つ
い
て
の
お
話
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
日
、
遠
藤
工
業
さ
ん
の
作
業

す
る
土
場
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

ま
だ
僅
か
に
雪
の
残
る
地
面
に
た

く
さ
ん
の
丸
太
が
並
べ
ら
れ
、
そ

れ
ら
を
見
な
が
ら
、
木

の
用
途
で
あ
っ
た
り
、

特
色
で
あ
っ
た
り
に
つ

い
て
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
ん
な
並
べ

ら
れ
た
丸
太
の
中
で
も

私
が
特
に
気
に
な
っ
た

の
は
、
キ
ハ
ダ
で
す
。

キ
ハ
ダ
は
染
色
に
用
い

ら
れ
る
木
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は

既
に
存
じ
て
い
た
の
で
す
が
、
実

際
に
見
た
樹
皮
の
あ
ま
り
の
鮮
や

か
な
黄
色
に
無
学
に
も
驚
い
て
し

ま
い
ま
し
た
。
遠
藤
工
業
さ
ん
に

お
願
い
し
て
樹
皮
を
い
た
だ
い
て

参
り
ま
し
た
の
で
、
今
後
は
草
木

染
め
な
ど
に
も
積
極
的
に
挑
戦
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
紙
面
も
尽
き

て
参
り
ま
し
た
の
で
、
今
日
は
こ

の
く
ら
い
で
失
礼
い
た
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
も

衰
え
る
こ
と
な
く
、
日
本
全
体
か

ら
活
気
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
の
を

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
か
ら
ひ
し
ひ
し
と

感
じ
ま
す
。
病
は
気
か
ら
と
も
申

し
ま
す
し
、
心
ま
で
陰
鬱
と
し
て

し
ま
わ
な
い
よ
う
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
ま
せ
。

『新 た な る 試 み』
宮 坂 莉 奈
みや さか り な

◆
第
3
号
被
保
険
者
と
は
？

　

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い

る
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
妻
（
ま
た
は
夫
）
で
、
健
康
保
険

の
被
扶
養
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
第
3

号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

◆
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
不
要
で
す

　

保
険
料
は
、
配
偶
者
が
加
入
す
る
厚
生

年
金
や
共
済
組
合
が
制
度
全
体
と
し
て
負

担
す
る
仕
組
み
で
す
か
ら
、
ご
本
人
が
保

険
料
を
納
付
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
届
け
出
先
は
配
偶
者
の
勤
務
先
で
す

　

第
3
号
被
保
険
者
は
、
厚
生
年
金
・
共

済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
夫
（
妻
）
に
扶

養
さ
れ
て
い
て
も
、
配
偶
者
の
勤
務
先
に

届
け
出
が
さ
れ
な
け
れ
ば
該
当
し
ま
せ
ん
。

　

届
け
出
が
遅
れ
た
り
、
怠
る
と
、
将
来
、

年
金
が
支
給
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
支
給
額

が
減
額
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
こ
ん
な
と
き
は
届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

①
あ
な
た
が
退
職
し
、
配
偶
者
の
扶
養
に

　

入
っ
た
と
き

　

届
け
出
先
…
配
偶
者
の
勤
務
先

　

第
2
号
被
保
険
者
か
ら
第
3
号
被
保
険

　

者
に
変
わ
り
ま
す
。

②
配
偶
者
の
勤
め
先
が
変
わ
っ
た
と
き

　

届
け
出
先
…
配
偶
者
の
新
し
い
勤
務
先　

③
会
社
員
・
公
務
員
な
ど
と
結
婚
し
て
配

　

偶
者
の
扶
養
に
入
っ
た
と
き

　

届
け
出
先
…
配
偶
者
の
勤
務
先　

　

第
1
号
ま
た
は
第
2
号
被
保
険
者
か
ら

　

第
3
号
被
保
険
者
に
変
わ
り
ま
す
。

④
あ
な
た
が
厚
生
年
金
の
あ
る
会
社
や
役

　

所
に
勤
め
た
と
き

　

届
け
出
先
…
勤
務
先　

　

第
1
号
ま
た
は
第
3
号
被
保
険
者
か
ら

　

第
2
号
被
保
険
者
に
変
わ
り
ま
す
。

⑤
配
偶
者
が
退
職
し
厚
生
年
金
・
共
済
組

　

合
を
脱
退
し
た
と
き

　

届
け
出
先
…
住
民
課
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

　

第
3
号
か
ら
第
1
号
被
保
険
者
に
変
わ

　

り
ま
す
。

国
民
年
金
第
3
号
被
保
険
者
と
届
け
出

問い合わせ先　住民課住民サ－ビス室　☎7－2814



11 広報なかがわ
2020（R2）. 5月号

問い合わせ先　北海道後期高齢者医療広域連合 ☎011ー290ー5601　役場住民課住民サービス室 ☎7ー2814

所得が下の金額以下の世帯 軽減割合

33万円（かつ被保険者全員が所得0円）
※年金収入のみの場合、受給額80万円以下

年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。
所得とは、前年の収入から必要経費（公的年金等控除など）を引いたものです。

7割軽減

33万円 7.75割軽減

　

保
険
料
均
等
割
の
軽
減
割
合
が

左
表
の
よ
う
に
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

見
直
し
ポ
イ
ン
ト
1

　

保
険
料
均
等
割
軽
減
の
う
ち
、

均
等
割
2
割
、
5
割
軽
減
に
係
る

所
得
判
定
基
準
が
左
表
の
よ
う
に

見
直
さ
れ
ま
し
た
。

見
直
し
ポ
イ
ン
ト
2

　

保
険
料
額
は
、
被
保
険
者
全
員

が
等
し
く
負
担
す
る
「
均
等
割
額
」

と
、
前
年
の

所
得
に
応
じ

て
負
担
す
る

「
所
得
割
額
」

の
合
計
で
計

算
し
ま
す
。

見
直
し
ポ
イ
ン
ト
3

　

1
年
間
の
保
険
料
の
賦
課
限
度

額
が
、
64
万
円
に
見
直
さ
れ
ま
し

た
。

令
和
2
年
度
の
保
険
料
額
は
、

個
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

見
直
し
ポ
イ
ン
ト
4

年
間
保
険
料
額
の
例

所得が下の金額以下の世帯 軽減割合

33万円＋（28万5千円×世帯の被保険者数） 5割軽減

33万円＋（52万円×世帯の被保険者数） 2割軽減

前年度比均等割
軽減年金収入

5,600円増

4,700円増

2,600円増

12,500円減

4,100円増

5,900円減

令和2年度

15,600円

28,100円

73,200円

73,700円

114,100円

115,200円

80万円

168万円

196万円

196.5万円

219万円

220万円

7割

7.75割

5割

5割

2割

2割

●夫婦2人世帯（ともに被保険者）で、
　妻の年金収入が80万円以下の場合

令
和
2
年
度 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直
し

●単身世帯の場合

前年度比均等割
軽減区分夫の

年金収入 令和2年度

80万円

168万円

224万円

225万円

270万円

272万円

夫
妻
夫
妻
夫
妻
夫
妻
夫
妻
夫
妻

7割

7.75割

5割

5割

2割

2割

5,600円増
5,600円増
4,700円増
4,200円増
3,700円増
900円増

11,400円減
14,100円減
6,100円増
1,500円増
3,900円減
8,600円減

15,600円
15,600円
28,100円
11,700円
103,900円
26,000円
105,000円
26,000円
170,100円
41,600円
172,300円
41,600円

＋ ＝
均　等　割

52,048円
【1人当たりの額】

所　得　割

(令和元年中の所得－33万円)×10.98％

【被保険者本人の所得に応じた額】
1年間の保険料

（100円未満切り捨て）
【限度額 64万円】



保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　保健師　☎7－2813

【
今
月
の
テ
ー
マ
】 

　

こ
ど
も
の
難
聴

　

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
か
ら

早
期
に
行
わ
れ
る
検
査
の
ひ
と

つ
に
、
「
聞
こ
え
」
の
検
査
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
こ
ど
も
の
難
聴
の

早
期
発
見
を
目
的
に
行
わ
れ
て

い
る
検
査
で
す
。

　

生
ま
れ
つ
き
耳
の
聞
こ
え
に

異
常
の
あ
る
先
天
性
難
聴
の
こ

ど
も
の
割
合
は
、
1
0
0
0
人

に
1
〜
2
人
と
、
他
の
先
天
性

の
病
気
と
比
較
し
て
多
い
こ
と

が
特
徴
で
す
。　

　

先
天
性
難
聴
の
原
因
の
約
半

分
は
遺
伝
子
に
よ
る
も
の
で
、

残
り
の
半
分
は
妊
娠
中
の
感
染

症
（
※
下
記
参
照
）
や
何
ら
か

の
異
常
に
よ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

早
期
に
見
つ
け
て
適
切
な
治

療
や
療
育
を
行
う
こ
と
が
、
言

葉
や
対
人
関
係
な
ど
の
発
育
・

発
達
に
大
き
な
効
果
が
期
待
で

き
る
た
め
、
新
生
児
期
（
生
後

1
ヶ
月
以
内
）
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

◆
聞
こ
え
の
検
査

　

生
ま
れ
て
数
日
で
検
査
の
で

き
る
「
新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
」
と
い
う
検
査
で
は
、

難
聴
の
可
能
性
を
調
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

近
隣
の
医
療
機
関
で
よ
く
行

わ
れ
て
い
る
検
査
は
自
動
Ａ
Ｂ

Ｒ
（
自
動
聴
性
脳
幹
反
応
）
と

言
い
、
痛
み
も
な
く
安
全
で
赤

ち
ゃ
ん
が
寝
て
い
る
間
に
10
分

ほ
ど
で
終
わ
る
簡
易
な
検
査
で

す
。

　

頭
に
電
極
を
貼
り
付
け
て
、

さ
さ
や
き
声
程
度
の
音
を
イ
ヤ

ホ
ン
か
ら
聞
か
せ
、
脳
波
の
反

応
を
分
析
し
て
、
音
が
ど
の
く

ら
い
聞
こ
え
て
い
る
の
か
を
調

べ
て
い
ま
す
。

　

授
乳
後
1
時
間
く
ら
い
ま
で

の
間
で
、
自
然
に
眠
っ
て
い
る

タ
イ
ミ
ン
グ
が
検
査
に
適
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
検
査
で
「
パ
ス
」
の
場

合
は
、
脳
波
の
反
応
あ
り
と
い

う
結
果
で
再
検
査
は
不
要
で
す

が
、
「
リ
フ
ァ
ー（
要
再
検
）」

の
場
合
は
時
間
を
あ
け
て
確
認

検
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

あ
く
ま
で
も
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
検
査
の
た
め
、
リ
フ
ァ
ー
だ

か
ら
と
い
っ
て
全
て
難
聴
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
難
聴
の
疑
い
の
あ

る
場
合
に
は
医
師
と
相
談
し
な

が
ら
、
生
後
3
ヶ
月
ま
で
に
耳

鼻
咽
喉
科
を
受
診
し
て
聴
力
検

査
を
受
け
、
最
終
的
に
難
聴
か

ど
う
か
を
確
認
し
ま
す
。

　

精
密
検
査
は
、
旭
川
医
科
大

学
病
院
で
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
検
査
を
受
け
た
病
院
で

紹
介
状
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し

ょ
う
。

　

も
し
、
難
聴
の
診
断
が
確
定

し
た
場
合
に
は
、
補
聴
器
や
手

話
な
ど
で
言
葉
の
刺
激
を
与
え

る
た
め
の
専
門
的
な
療
育
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
新
生
児
聴
覚
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
、
ほ
と
ん
ど

の
出
産
医
療
機
関
で
実
施
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
検
査
で
パ
ス

の
結
果
で
あ
っ
て
も
成
長
し
て

か
ら
聞
こ
え
に
異
常
が
起
こ
る

こ
と
も
あ
る
た
め
、
日
常
生
活

の
中
で
も
、
こ
ど
も
の
反
応
や

言
葉
の
成
長
を
周
囲
で
見
守
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
ど
も
の
発
育
発
達
の
中
で

は
、
乳
幼
児
健
診
や
3
歳
児
健

診
な
ど
、
聞
こ
え
の
状
態
を
確

認
す
る
機
会
も
あ
る
た
め
、
気

に
な
る
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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※
難
聴
を
引
き
起
こ
す
感
染
症

　

先
天
性
難
聴
の
原
因
と
な
る
感

染
症
に
は
、
「
風
し
ん
」
が
あ
り

ま
す
。

　

特
に
胎
児
の
器
官
が
形
成
さ
れ

る
妊
娠
12
週
未
満
の
時
期
に
母
体

が
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る

と
、
8
〜
9
割
の
確
率
で
胎
児
に

感
染
す
る
た
め
、
先
天
性
風
し
ん

症
候
群
を
起
こ
す
可
能
性
が
高
く

な
り
ま
す
。

　

妊
娠
に
気
づ
か
な
い
時
期
の
感

染
も
あ
る
こ
と
か
ら
、社
会
全
体
で

の
風
し
ん
感
染
対
策
が
大
切
で
す
。

　

現
在
、
風
し
ん
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
に
、
予
防
接
種
機
会
の
な

か
っ
た
一
部
の
年
代
の
男
性
に
対

し
て
、
風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防

接
種
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
届
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
対
象
の
方
は
、

早
め
に
検
査
し
ま
し
ょ
う
。

◆
新
生
児
聴
覚
検
査
の

　

費
用
助
成
が
始
ま
り
ま
す

　

令
和
2
年
4
月
か
ら
、
新
生

児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
初

回
検
査
費
用
を
、
8
0
0
0
円

を
上
限
に
助
成
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
出
産
を
迎
え
る
方

に
、
妊
婦
相
談
な
ど
の
機
会
に

受
診
票
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

出
産
さ
れ
た
際
に
入
院
医
療
機

関
で
ご
使
用
く
だ
さ
い
。（
医
療

機
関
に
よ
り
、
1
0
0
0
円
程

度
の
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。）

　

道
外
で
の
検
査
に
つ
い
て
は
、

保
健
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。



食
べ
る
こ
と

育
つ
こ
と

「
食
」に
関
す
る
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！

食
育
通
信

食
育
通
信

食
育
通
信

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　管理栄養士　☎7－2813

　

今
月
は
、
免
疫
力
を
高
め
る
た

め
に
必
要
な
食
事
に
つ
い
て
で
す
。

　

季
節
の
変
わ
り
目
に
体
調
を
崩

し
た
り
、
風
邪
を
ひ
き
や
す
い
人

が
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
同
じ
環

境
に
い
て
も
ひ
き
や
す
い
人
も
い

れ
ば
、
ひ
き
に
く
い
人
も
い
ま
す
。

そ
の
違
い
は
、
免
疫
力
の
高
さ
が

影
響
し
て
い
ま
す
。

　

人
の
免
疫
と
は
、
体
を
守
る
た

め
に
備
わ
っ
て
い
る
防
衛
機
能
で
、

働
き
の
異
な
る
数
種
類
の
免
疫
細

胞
か
ら
な
り
、
協
力
し
合
い
な
が

ら
体
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

免
疫
力
が
下
が
る
原
因
に
は
、

病
気
、
加
齢
、
ス
ト
レ
ス
、
不
適

切
な
生
活
習
慣
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

普
段
か
ら
免
疫
力
を
高
め
る
た

め
に
は
、
運
動
、
食
事
、
睡
眠
な

ど
が

と
な
り
、
中
で
も
「
食
事
」

は
重
要
な
要
素
で
す
。

　

下
記
を
参
考
に
、
普
段
か
ら
免

疫
力
を
高
め
る
食
事
を
習
慣
づ
け

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
は
、
左
の
チ
ェ
ッ
ク
表
で

普
段
の
自
身
の
免
疫
力
が
ど
の
よ

う
な
状
態
か
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

0
個

↓
免
疫
力
は
良
好
で
す
。

　

今
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
維
持
し

　

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

1
〜
3
個

↓
免
疫
力
は
普
通
で
す
。

　

健
康
ア
ッ
プ
に
向
け
て
免
疫
力
を

　

高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

4
〜
7
個

↓
や
や
低
下
気
味
で
す
。

　

風
邪
を
ひ
き
や
す
い
状
態
で
す
。

　

改
善
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

8
個
以
上

↓
か
な
り
低
下
し
て
い
ま
す
。

　

体
が
非
常
に
疲
れ
て
い
ま
す
。
十

　

分
に
注
意
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
3
つ
は
、
ビ
タ
ミ
ン
エ
ー

ス
と
呼
ば
れ
、
抗
酸
化
作
用
が
強

く
、
丈
夫
な
粘
膜
や
皮
膚
を
作
る

た
め
に
欠
か
せ
な
い
栄
養
素
で
す
。

さ
ら
に
、
免
疫
細
胞
の
働
き
を
高

め
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
主
に
野
菜
に
多
く

含
ま
れ
て
い
る
栄
養
素
で
す
。

　

左
表
②
を
参
考
に
、
摂
取
量
が

増
え
る
よ
う
、
毎
日
の
食
事
に
取

り
入
れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

食
物
繊
維
は
、
腸
内
の
有
害
物

質
を
掃
除
す
る
働
き
の
ほ
か
、
善

玉
菌
を
増
や
し
腸
内
環
境
を
整
え

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
人

の
免
疫
細
胞
の
約
6
〜
7
割
は
、

腸
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　

腸
内
の
善
玉
菌
を
増
や
す
こ
と

で
、
免
疫
細
胞
が
元
気
に
な
り
、

結
果
、
体
の
免
疫
力
を
高
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

食
物
繊
維
は
、
主
に
野
菜
、
海

藻
、
果
物
、
き
の
こ
に
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

免
疫
力
が
気
に
な
る
方
は
、
上

記
の
ビ
タ
ミ
ン
の
摂
取
を
増
や
す

た
め
に
も
、
1
日
の
野
菜
の
摂
取

目
標
量
と
な
っ
て
い
る
3
5
0
ｇ

（
写
真
参
照
）を
目
安
に
し
て
、意

識
を
し
て
食
べ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

免
疫
力
を
高
め
る
栄
養
素
に
は
、

た
ん
ぱ
く
質
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
・
Ｃ

・
Ｅ
、
食
物
繊
維
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
働
き
や
量
を
確
認
し

て
、
不
足
し
て
い
る
栄
養
素
は
、

積
極
的
に
食
事
に
取
り
入
れ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

骨
や
筋
肉
、
血
液
、
皮
膚
、
ホ

ル
モ
ン
、
免
疫
細
胞
な
ど
、
体
の

あ
ら
ゆ
る
も
の
が
た
ん
ぱ
く
質
か

ら
で
き
て
い
ま
す
。
食
事
量
が
少

な
く
な
っ
て
き
た
人
は
、
左
表
①

を
参
考
に
不
足
し
て
い
な
い
か
確

認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

免
疫
力
を
高
め
る
食
事
に
つ
い
て

免
疫
力
を
チ
ェ
ッ
ク

　
　

 

し
て
み
ま
し
ょ
う
！

免
疫
力
を
高
め
る

 

食
事
の
ポ
イ
ン
ト
と
は
！
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た
ん
ぱ
く
質

ビ
タ
ミ
ン
A
・
C
・
E

食
物
繊
維

表② 野菜に含まれる栄養素の比較（100g中に含まれる）

野菜350gの目安量

〔直径20㎝の皿を使用〕

キャベツ
150g
キャベツ
150g

玉葱1/4個
50g

玉葱1/4個
50g

大根（厚さ2㎝）
50g

大根（厚さ2㎝）
50g

人参1/2本
100g

人参1/2本
100g

表① 1日に必要なたんぱく質量（目安）です。
　　 摂れているかチェックしてみましょう！

※普段の食事で食べている量で確認して下さい。



問い合わせ先　子育て支援センター　☎7－2118

優
し
く
手
渡
す
と
、優
し
く
か
え
っ
て
来
ま
す

　

「
優
し
く
言
え
ば
、
優
し
く
か

え
っ
て
く
る
よ
」
と
、
子
ど
も
に

言
葉
を
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

5
、
6
歳
に
な
る
と
、
口
げ
ん

か
も
激
し
く
な
り
、
そ
の
子
の
持

っ
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
言
葉
の
ひ
き

だ
し
か
ら
選
び
取
っ
て
、
相
手
に

ぶ
つ
け
て
き
ま
す
。

　

そ
ば
で
聞
い
て
い
る
と
、
「
正

統
な
も
の
言
い
だ
な
」
と
思
う
と

き
も
あ
れ
ば
、
「
あ
れ
あ
れ
、
脱

線
し
て
い
る
な
」
と
思
う
と
き
も

あ
り
ま
す
。

　

お
互
い
に
感
情
が
た
か
ぶ
り
、

怒
鳴
り
合
い
に
な
っ
た
り
、
5
、

6
歳
で
も
、
上
手
に
気
持
ち
を
言

葉
に
で
き
な
い
子
も
い
ま
す
。
片

方
の
も
の
言
い
の
激
し
さ
に
、
何

も
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
る
と
、

感
情
的
な
言
葉
の
ぶ
つ
け
あ
い
に

な
り
、
何
を
問
題
と
し
て
、
ど
う

い
う
解
決
に
持
っ
て
行
き
た
い
か
、

先
行
き
が
見
通
せ
な
く
な
り
ま
す
。

　

ぶ
つ
か
り
合
い
は
決
し
て
悪
い

こ
と
で
は
な
く
、
相
手
と
自
分
の

思
い
に
気
づ
く
育
ち
を
生
み
出
す

と
考
え
ま
す
。

　

そ
う
す
る
と
、
感
情
的
な
怒
鳴

り
合
い
や
、
激
し
い
一
方
的
な
も

の
言
い
か
ら
は
何
も
生
ま
れ
ま
せ

ん
。

　

ま
ず
は
、
気
持
ち
を
静
め
る
こ

と
。
静
か
に
自
分
の
思
い
を
伝
え
、

静
か
に
相
手
の
思
い
を
聴
く
場
を

つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

た
か
ぶ
っ
た
感
情
を
静
め
る
こ

と
で
、
伝
え
た
い
言
葉
が
出
て
き

ま
す
。
相
手
の
声
を
聴
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
お
互
い
の
思
い
に
気

づ
き
ま
す
。

　

「
優
し
く
言
え
ば
、
優
し
く
か

え
っ
て
く
る
」
。
大
切
に
し
た
い

で
す
ね
。

　

い
つ
も
思
い
ま
す
が
、
喧
嘩
し

て
い
た
の
に
「
一
緒
に
遊
ぼ
う
」

と
、
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
走

り
出
し
て
行
く
子
ど
も
た
ち
の
姿

に
、
「
そ
れ
な
ら
ば
喧
嘩
し
な
け

れ
ば
い
い
の
に
」
と
。

ご長寿さんまちのご長寿さんまちのご長寿さんまちの

米寿おめでとうございます
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森垣 百合子さん（88歳）



のの
新着図書新着図書新着図書

ちゃいむ図書室ちゃいむ図書室

　

日
頃
の
で
き
ご
と
や
風
景
・
季
節
に
感
じ
た
こ

と
思
っ
た
こ
と
を
短
歌
で
一
首
ま
た
は
、
俳
句
で

一
句
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

短
歌
や
俳
句
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

 

短
歌
同
好
会　

俳
句
紫
苑
会　

　
　

   

連
絡
先（
ど
ち
ら
も
）古
市
和
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

☎
7
・
2
8
5
0

●
月
刊
会
報
「
ま
ほ
ろ
ば
」
を
ご
希
望
の
方
は
、

　

年
会
費
5
0
0
円
の
購
読
会
員
制
を
ご
利
用

　

く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
は
、
事
務
局
（
古
市
和
子
さ
ん

　

☎
7
・
2
8
5
0
）
へ

　

お
願
い
し
ま
す
。

し
お
ん

ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸
佐藤 広一  著

中野 信子  著

森戸 やすみ  著

佐々木 聰  著

浅田 次郎  著

江國 香織  著

新堂 冬樹  著

重松 清  著

知念 実希人  著

野中 柊  著

真山 仁  著

角川書店  出版

アンディ・リー  著

牛窪 良太  著

トーベ・ヤンソン  著

スライウム  著

水野 瑠見  著

図解でハッキリわかる
労働時間・休日・休暇の実務

空気を読む脳

小児科医ママの子どもの病気とホーム
ケアＢＯＯＫ

ふたりの桃源郷

流人道中記　上・下

去年の雪

絶対聖域

ひこばえ　上・下

十字架のカルテ

猫をおくる

神域　上・下

アナと雪の女王　2

ほんとにぜったいあけちゃダメッ！！！

まちあわせは木のところ

ムーミントロールと金のはっぱ

どっちが強い！？クロアナグマVSミツ
アナグマ

十四歳日和
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〔
短　

歌
〕　

今
月
の
お
題
「
別
／
別
れ
」
ま
た
は
自
由
詠

雲
ひ
と
つ
無
き
青
空
も
巷
に
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
暗
雲
た
ち
こ
む　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

陽
子

「
泣
か
な
い
で
、
僕
は
平
静
」
と
晴
れ
や
か
に
友
は
告
げ
く
る
末
期
の
癌
を　
　
　
　
　

小
林　

淑
子

朗
ら
か
に
「
逢
う
は
別
れ
の
始
め
」
と
言
う
裏
に
ひ
そ
か
な
哀
し
み
を
聴
く　
　
　
　
　

小
林　

淑
子

や
が
て
来
る
別
れ
を
胸
に
文
を
書
く
楽
し
い
話
を
美
し
い
詩
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

淑
子

み
か
ん
食
べ
た
目
白
ひ
よ
ど
り
お
返
し
は
軟
ら
か
き
も
の
車
の
窓
に　
　
　
　
　
　
　
　

長
屋
恵
美
子

う
ち
の
猫
長
期
不
在
で
太
っ
て
帰
り
短
期
滞
在
で
威
張
っ
て
も
ど
る　
　
　
　
　
　
　
　

長
屋
恵
美
子

残
り
物
私
が
食
べ
て
福
と
な
し
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
で
福
々
し
く
な
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
屋
恵
美
子

北
国
の
花
屋
に
並
ぶ
フ
リ
ー
ジ
ア
春
の
香
り
に
足
は
止
ま
り
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花

今
日
も
ま
た
川
辺
の
道
を
歩
み
ゆ
く
鴉
の
声
に
心
満
た
さ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

寒
晴
れ
の
パ
ン
ケ
の
山
を
見
上
げ
ゆ
く
滑
る
足
許
し
ば
し
忘
れ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
探
し
あ
ぐ
ね
る
青
空
と
雪
野
の
光　

春
は
眩
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
内　

智
子

「
ご
め
ん
ね
」
と
別
れ
の
早
さ
を
詫
び
て
お
り
三
日
間
だ
け
飾
り
し
雛
に　
　
　
　
　
　

山
内　

智
子

カ
シ
ャ
カ
シ
ャ
と
必
ず
音
の
響
き
お
り
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
ゴ
ミ
捨
て
る
と
き　
　
　
　

山
内　

智
子

三
味
の
音
に
合
わ
せ
て
唄
う
民
謡
は
お
国
自
慢
と
の
ど
自
慢
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
み
人
知
ら
ず

日
が
伸
び
て
も
背
中
に
光
を
浴
び
た
ま
ま
何
も
せ
ず
お
り
二
月
の
春
は　
　
　
　
　
　
　

よ
み
人
知
ら
ず

そ
の
日
ま
で
頭
と
か
ら
だ
を
使
い
切
り
お
別
れ
し
よ
う
身
軽
に
な
っ
て　
　
　
　
　
　
　

よ
み
人
知
ら
ず

夫
子
孫
三
者
三
様
に
男
な
り
我
の
心
を
た
れ
か
知
る
ら
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我
の
心
知
ら
ず

〔
俳　

句
〕

雪
降
ら
ず
こ
れ
で
も
冬
か
と
空
に
問
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

只
野
人

三
色
の
庭
に
集
ま
る
ク
ロ
ッ
カ
ス　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花

仰
ぎ
見
る
ポ
プ
ラ
の
梢
風
光
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

つ
ま

ま
ば
ゆ
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30
余
年
の
長
き
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
消
防
の
発
展
に
努
め
ら
れ

た
こ
と
に
対
し
て
、
章
記
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

中
川
消
防
団
の
藤
森
副
団
長
に

消
防
庁
長
官
か
ら
永
年
勤
続
功
労
章
が

　
　
　
　
　
　
　
　

授
与
さ
れ
ま
し
た

　
「（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
る
マ
ス
ク
不
足
を
受
け

て
）
子
ど
も
た
ち
に
優
先
し
て
配
り
、
介
護
施
設
に
も
渡
し
て
ほ
し
い
」

と
吉
田
寛
社
長
か
ら
町
長
に
3
0
0
枚
の
マ
ス
ク
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

寄
付
を
受
け
た
マ
ス
ク
は
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
、
小
中
学
校
に
通
う
幼
児
、

児
童
、
生
徒
の
ご
家
庭
、
一
心
苑
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
高
齢
者
の
在
宅

支
援
者
に
配
付
し
、
感
染
症
予
防
に
役
立
て
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

株
式
会
社
中
川
建
設
様
か
ら

　
マ
ス
ク
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
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中
川
町
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
に
よ
る
鳥
獣
の
捕
獲
、
保
護
、
鳥
獣
に
よ

る
農
林
業
な
ど
の
被
害
防
止
を
行
う
実
施
隊
に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

（左から）今野强さん、髙木忠さん、服部一雄さんの3名が
令和2年度の業務を担います。

中
川
町
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
に

　
　
　
　

委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た

•音声だけの通話をするときは、本体上部のカメラを回転させて、画像が映らないようにします。
•役場の各部署に、おしらせ君から直通電話をかけることができますので、下の各電話番号をご利用
　ください。役場の電話機にはテレビ電話機能がないので、画像が送られることはありません。

　総務課
　　総務町政室………☎7－2811
　　企画財政室………☎7－2819
　住民課
　　幸福推進室………☎7－2813
　　住民サービス室…☎7－2814

しあわせ

環境整備課
　環境整備室………☎7－2815
産業振興課
　産業振興室………☎7－2816　

会計課……………☎7－2812
議会事務局………☎7－2944
教育委員会………☎7－2877

おしらせ君の
お知らせ

テ
レ
ビ
電
話
の
か
け
方

テレビ電話をかける
①受話器を上げます（受話器を置いたまま通話するときは、
　本体右下の「ハンドフリー」ボタンを押します）。
②かけたい番号を押します。
③相手が電話に出ると通話できます。
④切るときは受話器を置きます（受話器を置いたまま通話
　しているときは、「ハンドフリー」ボタンを押します）。

テレビ電話を受ける
①電話がかかってきたら、受話器を上げて電話に出ます
　（受話器を置いたまま通話するときは、本体右下の「ハ
　ンドフリー」ボタンを押します）。

故障のときの問い合わせ先
NTT東日本北海道データセンター
☎0120－860－023（通話料無料）
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3月の入札・契約結果についてお知らせします

令和元年度
ポンピラアクア
リズイング
男女浴槽タイル
修繕工事

工事・業務名
入　札　結　果

第1回
契約金額（円） 落札率 工事などの概要 期　　間

入札・見積り合わせ
参加業者

（※落札業者）

男女浴槽タイル補修一式3,344,000

8,525,000

7,040,000

6,930,000

26,730,000

715,000

26,125,000

2,563,000

2,185,700

2,588,300

7,557,000

1,980,000

2,695,000

3,663,000

3,410,000

8,652,600

7,131,300

7,074,100

27,324,000

734,800

26,950,000

2,576,200

2,189,000

2,597,100

7,603,607

2,025,540

2,746,700

3,707,000

予定価格（円）

3,040,000

3,055,000

3,060,000

7,750,000

8,000,000

6,400,000

6,500,000

6,300,000

6,400,000

24,300,000

650,000

23,750,000

2,330,000

1,987,000

2,353,000

6,870,000

1,800,000

2,450,000

3,330,000

第2回

※㈲大須賀工務店

天塩川工業㈱

㈱佐藤組

※㈲平和ハイヤー

㈱中川自工サービス

※㈱中川自工サービス

㈲平和ハイヤー

※㈲平和ハイヤー

㈱中川自工サービス

※㈱中川水道

※㈱中川水道

※㈱テクノス北海道

※エス・テー警備保障㈱

※エス・テー警備保障㈱

※エス・テー警備保障㈱

※特定非営利活動法人エコール咲く

※中川町高齢者就労センター

※中川町高齢者就労センター

※中川町高齢者就労センター

98.1％

98.5％

98.7％

98.0％

97.8％

97.3％

96.9％

99.5％

99.8％

99.7％

99.4％

97.8％

98.1％

98.8％

着工　令和2年3月6日

竣工　令和2年4月30日

令和2年度
中川町住民バス運行
委託業務

住民バス運行業務

着手　令和2年4月1日

完了　令和3年3月31日

令和2年度
スクールバス及び
住民バス運行委託業務

スクールバス及び住民バス
（国府方面）運行業務

着手　令和2年4月1日

完了　令和3年3月31日

令和2年度
スクールバス運行
委託業務

スクールバス運行業務

着手　令和2年4月1日

完了　令和3年3月31日

令和2年度
中川町簡易水道施設
維持管理委託業務

施設維持管理一式

着手　令和2年4月1日

完了　令和3年3月31日

令和2年度
誉平排水機場
管理委託業務

排水機場の保守運転・排水
運転・水位観測・補修運転

着手　令和2年4月1日

完了　令和3年3月31日

令和2年度
中川町農業集落排水
処理施設維持管理
委託業務

施設維持管理一式

着手　令和2年4月1日

完了　令和3年3月31日

令和2年度
庁舎警備委託業務 役場警備業務一式

着手　令和2年4月1日

完了　令和3年3月31日

令和2年度
中川町立学校警備
委託業務

学校警備業務一式

着手　令和2年4月1日

完了　令和3年3月31日

令和2年度
中川町生涯学習
センター
警備委託業務

生涯学習センター
警備業務一式

着手　令和2年4月1日

完了　令和3年3月31日

令和2年度
エコミュージアムセン
ター施設管理委託事業

エコミュージアムセンター
施設管理業務一式

着手　令和2年4月1日

完了　令和3年3月31日

令和2年度
役場庁舎管理委託業務 役場庁舎管理業務一式

着手　令和2年4月1日

完了　令和3年3月31日

令和2年度
中川町生涯学習
センター
維持管理委託業務

生涯学習センター
維持管理業務一式

着手　令和2年4月1日

完了　令和3年3月31日

令和2年度
中川町農業者
トレーニングセンター
維持管理委託業務

農業者トレーニングセンター
維持管理業務一式

着手　令和2年4月1日

完了　令和3年3月31日

問い合わせ先　総務課企画財政室　☎7－2819
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3月23日●食 育 推 進 会 議
4月7日●議 会 全 員 協 議 会

あ
り
が
と
う　
　
　

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
、

　
　
　
　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
寄
付

•
夫
（
茂
文
様
）
死
去
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　
　

東　

ト
シ
ヱ　

様

•
夫
（
敏
博
様
）
死
去
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
愛
子　

様

•
社
会
福
祉
推
進
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　

上
田　
　

巽　

様

2
区　

東
　

茂
文　

様
（
86
歳
）

2
区　

佐
々
木
敏
博　

様
（
65
歳
）

謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

議会・各種委員会の開催状況

令
和
2
年
3
月
31
日
付
け

　
　
　

中
川
町
役
場
退
職
者

　

総
務
課

　
　
　

課
長　

齋
藤　

裕
志

　

産
業
振
興
課

　
　
　

課
長　

平
木　

宏
和

　

幼
児
セ
ン
タ
ー

　
　
　

主
事　

佐
藤　

友
梨

自衛官などを募集します

【問い合わせ先】自衛隊旭川地方協力本部名寄出張所　☎01654－2－3921

受験種目

応募資格

受付期限

試 験 日
会　　場

一般曹候補生
（男子・女子）試験

自衛官候補生
（男子・女子）試験

18歳以上33歳未満
（令和２年４月１日現在）

５月17日（日）、５月18日（月）
のいずれか１日

旭川市

５月15日（金）

５月23日（土）
旭川市

５月11日（月）



　新しい佐久浄水場が完成
し、佐久と安川三両地区へ
の給水が始まりました。新し
いろ過装置と非常用発電機
を備え、さらに安心安全な水
道水の供給ができるように
なりました。通水式では、佐
久町内会の長屋会長が「井
戸水から水道水に変わった
ときの水のおいしさを今でも
思い出す」と話し、水道水の
大切さを再認識しました。

町の人口
（3月31日現在）

人　　口

男

女

世 帯 数

1,471人（－20）

725人（－12）

746人（－8）

782戸（－9）

発行　中川町　　編集　総務課総務町政室　　印刷　国　境

（　）は前月末との差を示します。

この広報紙は道産間伐材を使用しています。

〒098-2892  北海道中川郡中川町字中川337番地　☎（01656）7－2811
中川町HPアドレス  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp　　E-mailアドレス  nakagawa@town.nakagawa.hokkaido.jp

森森と大地大地と天塩川　天塩川　いいんでないかいいいんでないかい中川町中川町

　消防団協力事業所として株式会社佐藤組（菊地　広幸　代表取締役）様に表示証が
交付されました。中川町で９例目の認定に対して中川消防団の吉川団長から「消防
団員数が減少する中で協力事業所が増えることで消防団活動の充実が図られる」、
認定を受けた髙橋総務課長は「今後も消防団活動に協力していきたい」と述べられ
ました。


